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会津から「あたたかい気持ち」が届きました
11⽉18⽇(⾦)に只⾒川電源流域振興協議会（柳津町、三島町、⾦⼭町、昭和村、只⾒町、南会

津町、檜枝岐村）のみなさんに、そばをはじめ、きのこ汁、⽥楽など、たくさんの⼼のこもった
ごちそうを届けて頂きました。

会場となった⾙⼭仮設団地は、楽しみにしていた⽅でとてもにぎわい、あたたかい会津の⼈の
気持ちを頂いて⼼から温まりました。

会津地⽅振興局齋藤誠主任主査からは「こんなに大勢の⽅に集まって頂きうれしいです。会津
地⽅も葛尾村と同じ⼩さな自治体の集まりで、合併をしないでお互い協⼒して頑張って⾏こうと
しているところです。今回は会津地⽅に避難していた⽅が縁となり企画しました。今後もお互い
⼒を合わせて頑張りましょう。」と励ましの⾔葉を頂きました。

皆さまからのご意⾒・ご質問・記事・写真等をお待ちしております
(メール) hp@vill.katsurao.lg.jp (電話) 0247-61-2850・0247-61-2860

葛尾村の皆様へ 平成23年12⽉1⽇発⾏
編集･発⾏ 葛尾村総務課企画係



葛尾村民の皆様へ

師走に入り、朝晩の冷え込みがなお一層厳しくなってきました。体調はいかがでしょうか。風邪などひか
ぬようご注意ください。
このほど、住民皆様のお宅の放射線量の測定を村独自で実施いたしました。その結果については、

戸別に通知いたしました。
放射線の安全基準については、現在、低ければ低いほど安心であることは確かでありますが、国の

示している基準はどれが適正であるかどうか判断しかねる状況にあります。
またこのことに関して、放射線に関する専門家の講演会をとの要望も寄せられていますが、その講演

の内容により、住民の皆様に混乱をまねくこともあると考え、実施は見合わせている状況です。なにとぞご
理解を賜りたいと存じます。
そのようなことから、安全を考慮し、一時帰宅の際は十分な注意をはらい、できるだけ短時間の滞在に

努めるようお願いいたします。
11月18日には、会津地方から秋の味覚が届けられました。会津地方には避難時に大変お世話にな

っただけでなく、三春町まで来ていただき心から感謝をしております。また、各仮設団地では地元三春町
の方々との交流も行われており、将来にわたり大切な「絆」が醸成されていることと本当にうれしく感じてお
ります。
11月23日には、葛尾村内の除染のモデル事業が着手され、除染作業の準備として詳細な線量を計

測しているところでございます。今後も事業の進捗、線量などについて随時皆様にお知らせしてまいりま
す。
12月7日には、第一回の復興委員会が開催されます。行政と住民が一体となり、よりよい復興計画を
作り上げるための第一歩になることを期待しております。

─── 総 務 課・復 興 本 部 よ り ────────────電話 0247-61-2860──

村内線量調査の結果について 復興本部

11⽉14⽇から18⽇にかけて、村内全世帯の住宅周囲における空間線量調査を⾏いました。
各世帯の調査結果は世帯主に送付済みですのでご確認いただくとともに不明な点はお問い合わ

せください。
放射線量は現在においても、国の基準が健康被害の有無において適正であるかどうか判断しか

ねる状況にあります。
今回の調査結果をご覧いただき、⼀時帰宅の際は⼗分な注意を払い、できるだけ短時間の滞在

に努めるようお願いいたします。

東電による賠償基準の⼀部⾒直し等について 復興本部

このたび、請求⼿続きの改善などの具体的な取り組みの⼀つとして、「個⼈さま用ご請求書類の
改善」、「避難⽣活等による精神的損害に対する賠償の⾒直し」および「資⾦繰りの厳しい法⼈、
個⼈事業主の⽅々に向けた概算払い」を下記のとおり、実施することとなりました。なお、不明
な点は福島原⼦⼒補償相談室（コールセンター）までお願いいたします。

1.請求書類の改善・・・記⼊量の削減や、記⼊の仕⽅が分かりやすく改善されました。

2.避難⽣活等による精神的損害に対する賠償の⾒直し
・平成23年9⽉1⽇ 平成24年2⽉29⽇は、１⼈１ヶ⽉当たり10万円または12万円

3.資⾦繰りの厳しい法⼈・個⼈事業主の⽅々に向けた概算払い
・ご希望に応じ、第２回の本賠償に対する概算払いを⾏います。

詳しくは福島原⼦⼒補償相談室（コールセンター）電話０１２０－９２６－４０４まで
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新村議会議員決まる 選挙管理委員会

東⽇本大震災により延期されていた葛尾村議会議員⼀般選挙が、11⽉20⽇(⽇)に⾏われ、8名
の村議会議員に、11⽉21⽇当選証書が⼿渡されました。村政に対する決意や抱負を寄せていただ
きましたのでご紹介いたします。（敬称略、議⻑、副議⻑以外は議席順）

すぎもと よしのぶ

杉本 宜信 ◎議⻑ ◎総務･⽂教･厚⽣常任委員 ◎双葉地⽅広域市町村圏組合議会議員
 葛尾村の再⽣実現のために 11⽉20⽇施⾏の、葛尾村議会議員選挙で6回

目の当選をいただき、また、11⽉25⽇の臨時議会では議⻑に選任されました。⾝
が引き締まると同時に、初⼼に返って選挙時に公約しましたスローガン『情熱 か
つらお 持続するこそが葛尾村の新エネルギー』を信条として、①原⼦⼒損害の⼗
分かつ速やかな、賠償補償を求めます。②徹底した除染を推進。③村⺠の健康を

守ります。④⼦どもの教育の充実。⑤被災者⽀援の強化。⑥村⺠福祉向上などにつきまして、村
⺠の安全・安⼼を確保するため私は、村⺠と村政の懸け橋として、新たな葛尾村の再⽣実現のた
めに、情熱と⾏動⼒で頑張ります。村⺠皆様の、ご⽀援・ご協⼒・ご鞭撻の程を⼼よりお願い申
し上げます。

よ し だ よ し の り

吉⽥ 義則 ◎副議⻑ ◎経済土⽊常任委員 ◎議会運営委員⻑ ◎双葉地⽅広域市町村圏組合議会議員
村⺠の皆様、震災、東京電⼒の事故により将来にわたる⽣活不安と放射線によ

る健康不安を抱えながらの⻑期避難は残念で悔しいですが、これが現実です。⻑
期間放射線と向き合い戦っていかなくてはなりません。復旧復興には課題⼭積の
中、⼀議員として責務重大の中、何をすべきか良く考え、⼀⽇も早い全村⺠⼀緒
の帰村に向け、村と議会が⼀体となり努⼒して頑張って⾏きますので、ご指導、

ご協⼒の程宜しくお願いいたします。震災後、初めての冬を迎えますが村⺠の皆様には、健康管
理には⼗分注意し諦めないで、⼀歩⼀歩前へ進みましょう。村⺠の皆様のご健勝をお祈り申し上
げご挨拶とさせて頂きます。

ま つ も と か ず お

松本 ⼀夫 ◎経済土⽊常任委員⻑ ◎議会運営委員
皆様のご⽀援を頂きながら、三期⼗⼆年にわたり葛尾村議会議員として努⼒し

てまいりました。今回の原発事故により、葛尾村を離れている皆様は⼼⾝共に苦
労なさっていることと存じます。私は皆様の声を⼼で聞きながら、これまでの経
験を活かし、共に⼒を合わせ、村政発展のため全⼒を捧げる決意であります。尚
⼀層の御指導御鞭撻を賜ります様お願い申し上げます。最後に皆様のご健康をお
祈りいたします。
な か む ら た け ひ こ

中村 健彦 ◎総務･⽂教･厚⽣常任委員
私は村⺠の⼀⼈として、また避難⽣活者としての⽴場で震災・原発災害を契機

に⽣じる諸課題を新しい視点で、最優先に皆さんの知恵と私の経験を踏まえ、新
しき村創りと村⺠のくらしの絆を守る復興に全⼒で取り組みたい。
私の三つの目標は、・避難⽣活環境の改善。・原発災害に伴う、除染、損害賠償の
完全実施。・新しき村の創⽣です。
さ く ま て つ じ

佐久間 哲次 ◎経済土⽊常任委員
＜４年間のテーマ＞ どこかの代表という枠にはまることなく村全体を考える

［新しい発想と再⽣エネルギーによる村創り］［全村⺠参加による開かれた議論の
場創り］です。＜村⺠の根＞・各地域による座談会を2ヶ⽉に1度くらい開催する。
・目安箱の設置については目安箱検討委員会を置き、村⻑に委員⻑になっていた
だき村の課⻑さんや、各代表、任意の公募による委員にて構成して３ヶ⽉に１度

議会の開催１ヶ⽉前くらいに開催して⺠意を出来ることは⼼から聞き⾏政に⽣かす。(血の通った
⾏政)議会開催中最低1度は夜間開催を⾏い⽇中働いている⽅々へ傍聴に来ていただく。(開かれた
議会)議員活動報告を紙⾯⼜は地域座談会にて2 3ヶ⽉に1度⾏う。＜復興委員会＞早期復帰出来
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るように復興委員会の議決を実⾏に移す努⼒を続けます。＜次世代への仕事づくり＞県や国への
働きかけを葛尾村議会として積極的に⾏って⾏きたいと思います。新エネルギー特区誘致を目指
したい。＜地域コミニティー＞仕事を作り、若い世代が町にいるより有利になるような施策を作
り地域⼀環となって若者や⼦供を育てやすい地域にする。

ま つ も と か ず お

松本 ⼀男 ◎経済土⽊常任副委員⻑ ◎議会運営委員 ◎双葉地⽅広域市町村圏組合議会議員
この度の村議選に当り、努⼒目標に⼦供と若者が安⼼して帰村出来る除染実⾏、

県道村道の整備、⾼齢者の医療充実など掲げました。特に村⺠が安⼼して帰られ
る除染の実⾏、まず落合地区をモデルに除染をしてみて、その結果安⼼して帰村
出来ない場合、村当局、議会、村⺠が何度でも会合を持ち村⺠が納得した時点で、
あまり年数をかけずに、三年位で重大決意をしなければならないと考えています。

そのためには村⺠の総意を⼀番大事にしなければなりません。その節はご理解とご協⼒をお願い
します。結びに皆様のご健勝を祈念いたします。

か ん の よ し お

菅野 好雄 ◎総務･⽂教･厚⽣委員⻑ ◎議会運営副委員⻑
東⽇本大震災大震災による原発事故により、避難⽣活を強いられている皆様に

⼼からお⾒舞いを申し上げます。この大変な状況での選挙において、多くの皆様
のご⽀持を賜り、⼆度目の当選をさせて頂きましたことは、その重責に⾝の引き
締まる思いでございます。寒さ厳しい季節を迎え、⻑い避難⽣活による体調不良
の⽅もおり、避難中の健康管理や、住環境の改善が急がれます。今後は、東電に

対し充分かつ早急な損害賠償を求め、復興の第⼀歩としてわれわれ村⺠がそろって帰村するため
の完全な除染を実現させると共に、皆様の声が活かされる村政の実現に向け、精⼀杯努⼒して参
りますので、変わらぬご指導とご⽀援をお願い申し上げご挨拶といたします。

ま つ も と し ず お

松本 静男 ◎総務･⽂教･厚⽣常任副委員⻑ ◎議会運営委員 ◎監査委員
原発事故により葛尾村を離れ⼋ヶ⽉、いつ戻れるのかの⾒通しもたたない避難

⽣活は、家庭環境破壊の状態にあり、時間が経てば経つほど、帰村への情熱が低
下する等で大変危惧しています。特に、⼀刻も早い復興⽅針案の提⽰と具体的な
施策の明⽰が今⼀番求められている事案だと思っており、⽅針に基づく施策が明
⽰されれば、村⺠は安⼼し絆もしっかり持つことができるものと思っています。

以上のような考えから、議会活動では村の復興･復旧のための活動を最優先とし、避難先でのソフ
ト対策も重要であることから、私は次の四点を重点施策位置づけ積極的に取り組んでいきたいと
思っています。＜重点施策＞①避難者⽀援対策の強化。②命と健康を守る対策の取り組み。③公
共事業としての除染と雇用の確⽴。④透明性のある⾏政運営の監視と議会改⾰。

平成23年度の村税等の納期限のお知らせ 税務係

本年度の村税の納期限につきましては下記のとおりですので、期限までにお納めください。

【村県⺠税及び固定資産税の納期限】※固定資産税は事業用に供している償却資産のみ
○第1期 平成23年11⽉30⽇(⽔) ※⼝座引落の⽅は引落⽇：郵便局25⽇(⾦)、農協28⽇(⽉)
○第2期 平成23年12⽉26⽇(⽉) ※⼝座引落の⽅は引落⽇：郵便局26⽇(⽉)、農協26⽇(⽉)
○第3期 平成24年 1⽉31⽇(⽕) ※⼝座引落の⽅は引落⽇：郵便局25⽇(⽔)、農協30⽇(⽉)
○第4期 平成24年 2⽉29⽇(⽔) ※⼝座引落の⽅は引落⽇：郵便局27⽇(⽉)、農協28⽇(⽕)

【軽自動⾞税の納期限】
○第1期 平成23年11⽉30⽇(⽔) ※⼝座引落の⽅は引落⽇：郵便局25⽇(⾦)、農協28⽇(⽉)

※⼝座引落の⽅は引落前⽇までに⼝座の残⾼をご確認ください。
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平成23年度第2回葛尾村議会臨時会が開催されました 議会事務局

平成２３年第２回臨時議会が、１１⽉２５⽇開催され、次のとおり決定、可決されました。

◆議会の構成の決定
○議 ⻑ 杉本宜信
○副議⻑ 吉⽥義則
○常任委員会

◇総務・⽂教・厚⽣委員会
(委員⻑) 菅野好雄 (副委員⻑) 松本静男 (委員) 杉本宜信 中村健彦

◇経済・土⽊委員会
(委員⻑) 松本⼀夫 (副委員⻑) 松本⼀男 (委員) 吉⽥義則 佐久間哲次

○議会運営委員会
(委員⻑) 吉⽥義則 (副委員⻑) 菅野好雄 (委員) 松本⼀夫 松本⼀男 松本静男

○双葉地⽅広域市町村圏組合議会議員
杉本宜信 吉⽥義則 松本⼀男

◆議決議案
○葛尾村国⺠健康保険税条例の⼀部を改正する条例について

平成23年度保険税の算定基礎となる、平成23年度の総医療費等⽀出⾒込額、及び平成23
年の基礎総所得⾦額、固定資産額、世帯数並びに被保険者数が、平成22年度の本算定と⽐較
して増減が⽣じたため、按分率、均等割額、平等割額、軽減額の改正と課税限度額の改正及
び特例対象被保険者等に係る課税の特例の制定を⾏いました。

◆補正予算
平成23年葛尾村国⺠健康保険事業特別会計(第2号)が下記のとおり議決されました。
歳⼊歳出それぞれ、1千921万1千円を増額し、予算総額3億6千3万円とされました。

◆監査委員の選任
議会選出の監査委員に松本静男議員が提案され、同意されました。

《第２回臨時議会のあらまし》
●11⽉25⽇(⾦)

午前10時より開会、議員改選後初めての議会のため、議員最年⻑者の中村健彦議員を仮議⻑に
選出し、仮議席の指定と議⻑の選挙が⾏われ、杉本宜信議員が議⻑選出されました。その後、新
議⻑が議⻑席に着席、続いて副議⻑の選挙が⾏われ、次に議会の構成が上記のとおり決定されま
した。

次に、村⻑から提出された議案関係を⼀括上程により説明が⾏われました。提出議案は、原案
のとおり承認され可決されました。続いて各常任委員会から申出書の提出があり、継続調査と審
査について承認を得ました。

以上で第２回臨時議会のすべての⽇程が終了し閉会しました。

─── 住 ⺠ ⽣ 活 課 よ り ────────────────電話 0247-61-2850──
所在地の移転について 福島地⽅法務局

福島地⽅法務局訟務部門及び⼈権擁護課は、平成24年1⽉16⽇(⽉)からつぎの所在地へ移転と
なります。

なお、ご不明な点がありましたら、福島地⽅法務局総務課(電話024-534-1111)までお問い合
わせください。

【所在地】 〒960-0103 福島市本内字南⻑割１－３ 福島地⽅法務局分室内
◎訟務部門 TELO24-534-1976
◎⼈権擁護課 TELO24-534-1994
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─── 地 域 振 興 課 よ り ────────────────電話 0247-61-2850──
降雪期間における除雪作業について 地域整備係

１．応急仮設住宅団地等の除雪
(1) 除雪箇所

①団地から県道・町道までのアクセス道路
②団地内の⾞道
③団地内の通路等は、自治会の協⼒を得て実施します。（自治会に雪かきスコップを配付）

(2) 除雪基準及び時期
①15cm以上の路上積雪があった場合に除雪し、圧雪層厚を路⾯10cm以下にすることを

原則とします。
②通勤、通学帯において通⾏に⽀障のないよう除雪します。

(3) 滑り⽌め対策等
①アクセス道路及び団地内の凍結箇所に滑り⽌め砂を設置します。
②自治会に融雪剤を配付します。

２．村内の除雪
(1) 除雪箇所

①警戒区域内及び通⾏⽌め規制のある路線を除く国・県道
（国道399号・浪江三春線・落合浪江線）
②警戒区域内の路線を除く⼀級村道

（⼩坂曲⼭線・落合下野⾏線）
(2) 除雪基準及び時期

①15cm以上の路上積雪があった場合に除雪し、圧雪層厚を路⾯10cm以下にすることを
原則とします。

②村内は計画的避難区域内であり、全住⺠が避難していること及び路⾯に⻲裂等が有り
除雪作業が困難なため、昨年までのような除雪は実施できません。

③除雪は、天候条件の良い⽇中に実施します。

３．道路の管理
(1) 通⾏⽌め路線

防犯上のため、無⼈家等の路線を通⾏⽌めにします。
（梨⽊平登舘線・野川風越線・静⽥和線・浜井場北平線・重郎内湯⼝線・坊笹線・

大笹野⾏線・大放⽯⿊線・菅ノ⼜夏湯線・大楢線・広谷地線）
(2) バリケード・カラーコーンの設置

道路に⻲裂等が有り危険な場所に、バリケードやカラーコーンが設置されていますので
注意してください。

※葛尾村内の除雪実施路線図は次ページをご覧ください。

村内の住宅の⽔道にも冬じたくを 地域整備係

冬になって気温がマイナス4℃以下になると、給⽔管や蛇⼝が凍って⽔が出なくなったり、破
裂したりする⽔道の凍結事故が多くなります。

寒さは⽔道の大敵です。早めに⽔抜きなどの冬じたくをお願いします。

◎凍結しやすいところ ・北向きのところにあるもの
・風当たりの強いところにあるもの
・屋外にあるもの
・むき出しになっているもの

◎凍結して⽔が出ないときは・・・・
蛇⼝をむりやり回すと、⽔道器具が破損し、⽔漏れの原因になりますので、蛇⼝を開けて凍っ

た部分にタオルをかぶせ、蛇⼝のほうからぬるま湯をゆっくりとかけてください。
熱湯を急にかけたりすると、配管がひび割れや破裂を起こすことがあります。
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風越・天王平線

風越線

銅谷平線

小坂・曲山線

梨木平・登館線

柏原・阿掛線
柏原線

広谷地・阿掛線

広谷地線

広谷地線 広谷地線

広谷地支線

北平・登館線

除雪実施路線

県道浪江三春線

村道小坂曲山線

銅谷平線

宝伝前・風越線

関場線

小坂・曲山線
浜井場・北平線

下ノ内・湯口線

重郎内・湯口線

仲ノ内線

野川・風越線

上野川・宝伝前線

上野川線

野川・風越支線

仲 線

上野川・横道線静田和線

仲島線

浜井場・持藤田線

湯ノ平・五十人山線

関下・湯ノ平線

関下・菅ノ又線

坊笹線

浄水場管理道

菅ノ又・夏湯線

夏湯・据石線

家老川線

木取場線

木取場・大笹線

落合・下野行線

野行・岩角線

野行・岩角線

大笹・野行線
桃山・小放線

桃山・小放線

桃山・小放線

刈又線

刈又・地蔵松線

大笹線
据石・刈又線

刈又線

大笹野行線

地蔵沢線

葛尾

１号線

東平・登館線

境沢線

宝伝前・風越線

六良田線

滝ノ倉線

大谷地線

かつらお

２２号線

宝伝前線

湯殿線

仲島線

草刈場線

仲ノ内１号線

廻田線

町２号線

六良田・廻田線

町１号線

十良内線

清ノ内線

東線

西ノ内線

県道浪江三春線

県道落合浪江線

国道３９９号

村道落合下野行線

国 道

主要地方道

一 般 県 道

一 級 村 道

二 級 村 道

その他村道

農 道

林 道

菅ノ又・夏湯線

大楢線
夏湯線

大放・石黒線

大放・岩角線

大放家老川線

家老川線

大放線

大放・手倉線

国 ・ 県 道

一 級 村 道

除 雪 路 線

通 行 止 め

通 行 止 め 路 線
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土砂災害危険箇所基礎調査について 福島県相双建設事務所

○調査の目的及び内容（右図参照）
土砂災害警戒区域等における土砂災害防⽌対

策の推進に関する法律第４条に基づき、基礎調
査を実施いたします。当該調査は周辺の建築物
の位置等の確認、現地状況の写真撮影のほか、
土⽯流及びがけ崩れの危険性を把握するための
ものです。調査に伴い、同法第５条の規定に基
づく住宅等の敷地内への⽴ち⼊りをお願いする
ことがありますので、その際には、ご協⼒をお
願いします。
○⽴⼊期間及び時間

(期間)平成２３年１２⽉上旬  平成２４年３⽉下旬 (時間)午前８時 ⽇没前まで
○現地調査員が調査に⼊る際は、福島県相双建設事務所発⾏の⾝分証明書を携⾏します。
○問合せ ・急傾斜地危険箇所 株式会社船橋コンサルタント 電話０２２４（２４）２３５１

・土⽯流危険渓流 株式会社福建コンサルタント 電話０２４４（２４）１３１１
・発注者担当 県相双建設事務所 事業部 河川砂防課 電話０２４４（２６）１２１５

─── 教 育 委 員 会 ・ 公 ⺠ 館 よ り ──────────電話 0247-61-2860──
⽀援物資の配布について（仮設住宅⼊居以外の⽅） 公⺠館

借り上げ住宅に⼊居されている⽅や、親戚等へ⾝を寄せている⽅に対し、⽀援物資の配布を⾏
いますので、⾙⼭集会所へお越しください。※今回の配布は、仮設住宅⼊居者は含みません。

配布⽇時 １２⽉７⽇（⽔）から１２⽉１６⽇（⾦）８時３０分から１６時まで ※土⽇除く
配布物資 ●ホットカーペット、●電気⽑布、●雪かきべら、●⽑布、●⽶２キロ
※⽯油ファンヒーターにつきましては、メーカーのご厚意により、配送させていただきます

ので、居住先の変更があった⽅は、役場三春出張所へご連絡ください。

剣道錬成大会のお知らせ 公⺠館

第27回剣道錬成大会および第23回剣道東⻄対抗戦が開催されます。ふるってご参加ください。
・⽇ 時 １２⽉２３⽇（⾦）午前１０時
・場 所 三春町 中妻体育館（三春町斎藤町⽥211）
・参加資格 ⼩・中学⽣、⾼校⽣、⼀般の⽅で葛尾村に住所を有する者および在勤者・卒団⽣
・アトラクション 「親⼦剣道大会」 【問合せ】公⺠館 電話 0247-61-2860

─── 社会福祉協議会・包括⽀援センター よ り ───────電話 0247-62-8687──

⼀緒にカラオケを楽しみませんか 葛尾村⽼⼈クラブ連合会

⻑期間中⽌になっておりました、カラオケ部の活動をようやく再開
できる運びになりました。つきましては、今後の活動、⽇程などを打
合せしたく下段に記載の⽇時にお集まりください。

なお、新しいカラオケ装置も導⼊いたしましたので、当⽇の練習も
可能です。また、⽼⼈クラブに関係なく⼀般の⽅の参加も大歓迎です
ので、是非ご参加ください。
⽇ 時：平成２３年１２⽉１０⽇(土） 午前１０時 
場 所：旧中郷⼩仮設団地内 村社会福祉協議会「三春の⾥ みどり荘」 【問合せ】川島まで
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12⽉のすこやか体操教室 葛尾村地域包括⽀援センター

村の介護予防事業の⼀環として、つぎの⽇程で開催いたします。お誘い合わせの上ご参加くだ
さるよう、ご案内いたします。

⽉ ⽇ 時 間 会 場 お住まいの団地
12⽉ 5⽇(⽉) 午後2時 ⾙⼭団地集会所 ⾙⼭ 鷹巣瀬⼭ ⻄⽅浮⾙
12⽉12⽇(⽉) 午後2時 狐⽥団地集会所 狐⽥ 過⾜
12⽉19⽇(⽉) 午後2時 ⻫藤⾥内団地集会所 ⾥内 場上⽥ 中妻
12⽉26⽇(⽉) 午後2時 旧中郷⼩学校団地集会所 旧中郷 旧中郷東

※内容 ○血圧測定 ○体操 ○健康相談 ○その他
※鷹巣瀬⼭団地・⻄⽅浮⾙団地・⻫藤場上⽥団地・中妻分館団地・過⾜団地の⽅は送迎を⾏いま
すので、事前にご連絡くださるようお願いいたします。
※都合により、⽇程が変更になる場合がありますので、参加される⽅は⽇程を確認のうえ参加く
ださるようお願いいたします。

【問合せ】域包括⽀援センター ⾦谷 電話 0247-62-8687

─── お 知 ら せ ────────────────────電話 0247-61-2860──

平成23年度自動⾞税について 福島県(県税部)

原⼦⼒災害により、平成23年度自動⾞税の課税時期を延期しておりましたが、原⼦⼒災害被災
自動⾞の救済措置が整ったことなどから、このたび次の⽇程で課税を実施する予定です。

◎納税通知書の発付⽇ 平成２３年１２⽉１２⽇（⽉）
◎納期限 平成２４年 １⽉３１⽇（⽕）
なお、救済措置などの詳細については、最寄りの地⽅振興局県税部にお問い合わせください。

各地⽅県税部連絡先 電話番号 県外へ避難されている⽅
県北地⽅振興局（福島市） 024-523-0051･0021 北海道･東北地⽅
県中地⽅振興局（郡⼭市） 024-935-1261･1264 東京都･千葉県･神奈川県
県南地⽅振興局（⽩河市） 0248-23-1519 茨城県･栃⽊県･群⾺県
会津地⽅振興局（会津若松市） 0242-29-5261･5264 新潟県･東海地⽅･近畿地⽅
南会津地⽅振興局（南会津町） 0241-62-5214･5213 富⼭県･⽯川県･福井県
相双地⽅振興局（南相⾺市） 0244-26-1127 埼⽟県･四国地⽅･九州地⽅･沖縄県
いわき地⽅振興局（いわき市） 0246-24-6025･6035 ⼭梨県･⻑野県･中国地⽅

野菜をいただきました ⻫藤⾥内団地

会津から新鮮な野菜が届きました。
野菜を届けていただいたのはペンションLAG MA

RKET代表佐藤暢様と株式会社福島天⾹園 専務取
締役 岡⽥和志様で、大根や⽩菜、柿などをたくさ
んいただきました。

東海林利三郎さん、キクエさんらとあづま運動
公園で知り合いになった⽅々で、現在は家族同然
の付き合いをしているそうです。年末には年越し
そば120⾷を予定しているとのことで、今から楽し
みですね。
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みどりの旗を贈りました ⻫藤⾥内団地

⻫藤⾥内団地では「みどりの旗」を⼀⼈暮らしの1
0世帯に配布しました。この旗は、朝起きたときに⽞
関に掲げ、⼣⽅にはしまっていただき、旗がなけれ
ば近隣住⺠が訪問して安否を確認する仕組みです。

⽀え合いセンター職員及び⼊居者の松本トキさん
らの⼿作りによるもので、住⺠相互の連携を通して
地域の安⼼安全を図ろうと考えたものです。

11⽉25⽇には⻫藤⾥内団地⽀え合いセンターにお
いて自治会⻑はじめ関係者を交えてみどりの旗の寄
贈式を⾏いました。これで⾼齢者の⼀⼈暮らしも安
⼼ですね。

⾊鮮やかになりました ⻫藤⾥内団地

11⽉20⽇、⻫藤⾥内団地に船引⾼校
美術部のみなさん20名がアートボランテ
ィアに訪れました。

同団地内の校友から仮設団地の状況を
聞き、愛⽝⼩屋の周囲の壁に絵を描くこ
とを思いついたそうです。ただの壁が、
美術部のみなさんによってきれいに彩ら
れ、⾒ちがえるようです。

松本操自治会⻑は「団地内がとても明
るくなり、本当にありがたい。今後も交
流を図っていきたい。」と話しています。

「ひろがる輪」活動 中郷団地

旧中郷⼩学校仮設団地と同東仮設
団地の合同「ひろがる輪」活動事業
は11⽉12⽇、中郷地区にある葛尾
村社会福祉協議会仮事務所前駐⾞場
を会場とし、三春町柴原⾏政区及び
滝⾏政区の⽅々との交流を目的に開
催しました。

当⽇は、朝8時から仮設周辺及び
ダム周辺の清掃活動、10時30分か
らカラオケ大会、ビンゴゲーム、そ
してプロ歌⼿の歌を聴きながらの交
流会が⾏われ、大変楽しく親睦を深
めることができました。

当地区の仮設は、村内の上野川・
大笹・岩角・大放地区の4⾏政区の
⽅々が⼊居している仮設団地である
ため、今回の交流により顔⾒知りに
なった⼈もあり事業の効果があったと思っております。また、三春の⽅から様々な差し⼊れもあ
り豪華な交流会となりました。

仮設⼊居から4ヶ⽉、⼀歩⼀歩地区住⺠との距離が近くなってきている印象を実感したこの交
流会。三春から眺める⼭々も⽩さが目⽴つようになってきました。私たちは当⾯この仮設の地で
⽣活を送り続けなければならないと思っており、自治会としても様々な事業を企画し交流を深め
ていきたいと思っております。

＜中郷団地ひろがる輪実⾏委員＞
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警視庁の皆さんから激励 特別警戒隊

村内をパトロールして頂いてい
る警視庁の皆さんから、警戒隊詰
め所に警視庁マスコット「ピーポ
君」が届けられました。

警察官の⽅々からは、このほか
にも⼀⽇も早い復興を願って、寄
せ書きが多数届けられています。

これからも村内の安全パトロー
ルをお願いいたします。

みなさんの原⼦⼒損害賠償の請求を⽀援します 原⼦⼒損害賠償⽀援機構

原⼦⼒損害賠償⽀援機構では、弁護⼠・⾏政書⼠の専門家からなる「訪問相談チーム」を作り、
仮設住宅等を巡回し、被害住⺠の⽅々を対象に東京電⼒に対する損害賠償の請求・申⽴てに関す
る対⾯での無料説明会・個別相談（1組1時間程度）を⾏っております。

この度、以下の通り三春町にある葛尾村様の仮設住宅を対象とした説明会・個別相談会を開催
いたしますので、ご案内をさせていただきます。

開催⽉⽇ 対象団地 会場 全体説明会
個別相談会

⻫藤⾥内 ⻫藤⾥内集会所 午前9時30分 午前11時 12⽉17⽇(土) ⻫藤場上⽥
中妻分館前 中妻分館前集会所 － 午後4時 午後6時
⻄⽅浮⾙ ⻄⽅浮⾙集会所 － 午後4時 午後6時
旧中郷⼩学校 旧中郷⼩集会所 午前9時30分 午前11時 旧中郷⼩学校東

12⽉18⽇(⽇) 狐⽥ 狐⽥集会所 午前9時30分 午前11時 
鷹巣瀬⼭ 鷹巣瀬⼭集会所 － 午後3時 午後5時
過⾜ 過⾜集会所 － 午後3時 午後5時

※⾙⼭団地については、後⽇実施します。

なお、ご相談内容につきましては、以下の点を考えておりますが、その他賠償に関するご相談
は、「訪問相談チーム」までお申し出ください。

■そもそも損害賠償とは何か？
■東京電⼒に対して損害賠償を請求するには、どのような⼿続きがあるか？
■具体的に請求したいが、どうすれば良いか？仮払⾦との関係は？

【無料相談の案内】
原⼦⼒損害賠償⽀援機構では、郡⼭駅前の福島事務所において損害賠償請求についての、弁護

⼠による個別相談を無料で⾏っております。
東京電⼒とは異なる第三者の⽴場で、被害者の皆様からのご相談に応じています。詳しくは、

０１２０－３３０－５４０までお問い合わせください。（午前９時 午後５時まで受付）
【原⼦⼒損害賠償⽀援機構とは？】

原⼦⼒事故による損害賠償が迅速かつ適切に実施される事を目的として設⽴された政府等が出
資している法⼈で、被害者の皆様⽅の損害賠償におけるサポートを致します。

ふるさと絆情報ステーションの開設について

県では、東⽇本大震災に伴い、ふるさとを離れて避難し、⺠間借り上げ住宅等に⼊居されてい
る⽅々に対し、市町村や県の⾏政情報等を提供するとともに、避難者相互の交流を図るため、「ふ
るさと絆情報ステーション」を県と災害時応援協定を締結している事業者のご協⼒により、県内
11カ所に設置します。
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この情報ステーションでは、市町村や県の⾏政情報やNPO・ボランティア団体等による⽀援情
報を掲⽰するほか、避難されている⽅々の交流の場としてもご利用いただけます。専属スタッフ
が常駐しておりますので、お気軽にお⽴ち寄りください。
【福島市】ヨークベニマル野⽥店、コープマートやのめ、ダイユーエイト福島⿊岩店
【郡⼭市】ヨークベニマル安積町店、ヨークベニマル富久⼭店、イオン郡⼭フェスタ店
【いわき市】ヨークベニマル大原店、ヨークベニマル谷川瀬店、イオンいわき店
【会津若松市】リオンドール神明通り店、COOPBESTAにいでら
※開設予定は店舗によって異なり、まだ開設していない店舗がありますのでご注意ください。

戦後強制抑留者の皆様へ 平和祈念事業特別基⾦

シベリア戦後強制抑留者に対する特別給付⾦を⽀給しています。
○対象者は、旧ソ連邦⼜はモンゴル国の地域における戦後強制抑留者で、平成22年6⽉16⽇に⽇
本国籍を有するご存命の⽅です。(特別措置法施⾏⽇(平成22年6⽉16⽇)以降に亡くなられた⽅の
相続⼈は請求できますが、施⾏⽇前に亡くなられた⽅のご遺族等は、対象とはなっておりません。)
○請求受付期間は、平成24年3⽉31⽇までです。まだ請求されていない⽅はお急ぎください。請
求期間内に特別給付⾦の⽀給を請求をしなかった場合には、⽀給されません。
○請求書をお持ちでない⽅は、当基⾦から請求書類をお送りしますので、⾄急、当基⾦にお電話
ください。
※既に特別給付⾦を⽀給された⽅は、再度の請求は出来ません。

【問合先】独⽴⾏政法⼈平和祈念事業特別基⾦ 事業部特別給付⾦認定担当
電話 ０５７０－０５９－２０４（ナビダイヤル）受付：平⽇ 午前9時 午後6時

葛尾村の避難状況について 災害対策本部

平成23年11⽉28⽇現在の葛尾村⺠の避難状況はつぎのとおりです。

仮 設 住 宅 875 ⼈
県 内 避 難 者 借 上 住 宅 479 ⼈

親 類 宅 等 62 ⼈
計 1,416 ⼈

県 外 避 難 者 114 ⼈
計 1,530 ⼈

仮設住宅団地の放射線量 災害対策本部

簡易測定器により測定 平成23年11⽉28⽇ 8:45 10:42
単位：ﾏｲｸﾛｼｰﾍﾞﾙﾄ毎時

団 地 名 測 定 ⾼ さ
地上１㎝ 地上１ｍ

⾙ ⼭ 団 地 かいやま 0.14 0.14
旧中郷⼩学校団地 なかさと 0.14 0.14
狐 ⽥ 団 地 きつねだ 0.19 0.20
中妻分館前団地 なかつま 0.21 0.22
過 足 団 地 よぎあし 0.22 0.22
斉 藤 里 内 団 地 さとうち 0.14 0.14
⻫藤場上⽥団地 ばじょうでん 0.28 0.29
鷹 巣 瀬 ⼭ 団 地 たかのす 0.26 0.27
西 方 浮 貝 団 地 うきがい 0.14 0.14

葛尾村内の放射線量（空間）は次ページをご覧ください。
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風越
11/3   11:38  1.3μsv/h
11/10  12:12  1.3μsv/h
11/17  11:39  1.3μsv/h
11/24  11:22  1.2μsv/h

中平
11/3   11:27  1.4μsv/h
11/10  12:04  1.4μsv/h
11/17  11:48  1.4μsv/h
11/24  11:30  1.4μsv/h

東平
11/3   11:51  1.3μsv/h
11/10  11:57  1.4μsv/h
11/17  11:55  1.4μsv/h
11/24  11:40  1.4μsv/h

※1(毎日計測)
境ノ岫
10/30  12:22  1.7μsv/h
11/6   12:20  1.8μsv/h
11/13  12:22  1.8μsv/h
11/20  12:18  1.5μsv/h
11/27  12:13  1.7μsv/h 

湯殿
11/4   12:00  1.1μsv/h
11/11  13:03  1.0μsv/h
11/18  13:11  0.9μsv/h
11/25  11:59  1.0μsv/h

仲ノ内
11/4   11:51  1.6μsv/h
11/11  12:53  1.7μsv/h
11/18  13:05  1.6μsv/h
11/25  11:54  1.7μsv/h

※1(毎日計測)
役場
10/30  12:10  0.9μsv/h
11/6   12:09  1.0μsv/h
11/13  12:10  0.9μsv/h
11/20  12:04  0.8μsv/h
11/27  12:04  0.9μsv/h

大放
10/29  12:41  1.7μsv/h
11/5   12:08  1.6μsv/h
11/12  12:15  1.7μsv/h
11/19  12:57  1.7μsv/h
11/26  14:21  1.7μsv/h

大笹
10/29  12:26  1.3μsv/h
11/5   11:55  1.2μsv/h
11/12  12:02  1.2μsv/h
11/19  12:39  1.2μsv/h
11/26  14:03  1.2μsv/h

広谷地
11/4   11:49  7.5μsv/h
11/11  12:08  7.4μsv/h
11/18  11:51  7.3μsv/h
11/25  11:41  7.2μsv/h

阿掛線入口
11/4   11:36  9.2μsv/h
11/11  12:24  9.2μsv/h
11/18  12:03  9.6μsv/h
11/25  11:30  9.5μsv/h

※2(毎時計測)
柏原
10/30  12:00  6.6μsv/h
11/6   12:00　6.6μsv/h
11/13  12:00  6.5μsv/h
11/20  12:00  6.4μsv/h
11/27  12:00  6.5μsv/h

岩角
10/29  12:15  2.2μsv/h
11/5   11:42  2.2μsv/h
11/12  11:50  2.2μsv/h
11/19  12:23  2.2μsv/h
11/26  13:50  2.2μsv/h

野行
10/29  12:06  14.0μsv/h
11/5   11:30  14.0μsv/h
11/12  11:43  14.3μsv/h
11/19  12:04  14.2μsv/h
11/26  13:36  14.2μsv/h

※1(毎日計測)
文部科学省のホームページ参照
http://www.mext.go.jp/a_menu/saigaijohou/syousai/1304001.htm

※2(毎時計測)
福島県のホームページ参照
http://wwwcms.pref.fukushima.jp/pcp_portal/contents?CONTENTS_ID=23853

※役場(落合)の事故前の平常値は、
  0.04～0.06μsv/hです。
※年間1msvは約0.11μsv/hです。
  (24時間浴び続けた場合)

平成23年放射線モニタリング測定値(葛尾村) No.18
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各種問い合わせ先

○葛尾村三春出張所

⾙⼭事務所（⾙⼭多目的運動公園管理棟）
［住⺠⽣活課(災害対策本部)・地域振興課・税務財政係・出納室・農業委員会］
〒963-7719 福島県⽥村郡三春町大字⾙⼭字井堀⽥287-1

TEL 0247-61-2850（代表） FAX 0247-62-0282

三春の⾥事務所（さくら湖自然観察ステーション）
［復興本部・総務課(税務財政係を除く)・議会事務局・教育委員会・公⺠館］
〒963-7722 福島県⽥村郡三春町大字⻄⽅字⽯畑270-1

TEL 0247-61-2860（代表） FAX 0247-62-3966

公式ホームページ http://www.katsurao.org/
メールマガジン登録 http://katsurao.inf-gov02.jp/regist.html
広報担当電⼦メール hp@vill.katsurao.lg.jp

葛尾村ホームページ 葛尾村メールマガジン
(携帯用)はこちら→ の登録はこちら →

○葛尾村社会福祉協議会三春事務所
〒963-7713 三春町大字柴原字柴原80-1 （なかさと団地そば）

TEL 0247-62-8687 FAX 0247-61-1022

○ふたば農業協同組合 TEL 024-554-3095 FAX 024-554-3097

○東北電⼒コールセンター TEL 0120-175-655（通話料無料）

○ＮＴＴ東⽇本 TEL １１６

○原⼦⼒損害賠償⽀援機構福島事務所 TEL 0120-330-540（通話料無料）

○福島県弁護⼠会 原発事故 被害者救済⽀援センター TEL 024-533-7770

皆さまからのご意⾒・ご質問・記事・写真等をお待ちしております
(メール) hp@vill.katsurao.lg.jp (電話) 0247-61-2850・0247-61-2860
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